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令和5年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会  

第2回幹事会 
 

開催日時 令和５年11月22日（水）10：00～12：00 

開催場所 四日市商工会議所 ３階大会議室（オンライン併用） 

 

１ 議事次第  

・議題 第１号 今年度のスケジュールについて・・・・・・・・・・・・・・・・資料２(10min) 

・議題 第２号 ワーキンググループ（WG）の実施報告・・・・・・・・・・・・・資料３(25min) 

・議題 第３号 令和5年度スマートシティ実装化支援事業の進捗について・・・・・・資料４(40min) 

・議題 第４号 その他報告事項について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料５(10min) 

 

２ 各議題の説明 

議題 第１号 今年度のスケジュールについて 

   前回（令和５年度第１回）幹事会で提示した今年度内のスケジュール案を状況に合わせて更新して

おります。詳細は資料２を参照ください。 

 

議題 第２号 ワーキンググループ（WG）の実施報告 

   前回（令和５年度第１回）幹事会以降、データプラットフォームWG、モビリティWGをそれぞれ1度ず

つ開催いたしました。各WGの実施状況についてご説明します。詳細は資料３を参照ください。 

 

議題 第３号 令和5年度スマートシティ実装化支援事業の進捗について 

本年度5月、国土交通省都市局公募の「令和5年度スマートシティ実装化支援事業」に、四日市市中

央通りにおける実証計画案を提出し、補助事業として採択され、協議会会員を中心に各種検討を進め

ています。詳細は資料４をご参照ください。 

 

議題 第４号 その他報告事項について 

8月7日のまちづくりワークショップ、11月3日のまちづくりアイディアソンの開催概要をご説明い

たします。また、中央通りの工事進捗についてご説明いたします。詳しくは資料５を参照ください。 

 

３ 資料 

 資料１：次第・議案書（本紙） 

資料２：今年度のスケジュールについて 

資料３-１：データプラットフォームWGの実施状況について 

資料３-２：モビリティWGの実施状況について 

資料４：令和5年度スマートシティ実装化支援事業の進捗について 

資料５：その他報告事項について 

別添１：出席者名簿 

別添２：席次表 

 

以上 

資料１ 
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今年度のスケジュールについて
資料2現時点

令和５年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会 第２回幹事会／令和５年１１月２２日

幹事会
3/26

R5第3回

幹事会
11/22

R5第2回

●
10/27 DPFWG

●
10/18

モビリティWG

●
事業採択 ①～④の詳細実施内容・仕様調整 ①～④のR5年度業務実施

●
DPFWG

●
モビリティWG

●
DPFWG

●
モビリティWG

●
6/28 DPFWG

●7/12
モビリティWG

幹事会
8/18

R5第1回

●
6/27

MaaS分科会

●
5/19

次モビ分科会

機能拡充・利用ルールの策定 等

将来都市イメージの重畳、人流データの重畳 等

HP構築などの情報発信検討

自動運転社会実験・イベント連携 等

工事

●11/3

アイデアソン
(一般市民参加想定)

●8/7

ワークショップ
(中央通り事業者等メイン)

●
完了

スマートリージョン・コア実行計画の更新

【その他検討（脱炭素、人流分析、情報発信、水素利用 等）】



第9回
データプラットフォームWG

（幹事会報告資料）
四日市スマートリージョン・コア推進協議会

データプラットフォームWG

令和5年11月22日



データプラットフォームWG 実施報告

12月7日

1月20日

2月21日

5月25日

9月15日

11月24日

2021年

2022年

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

 代表企業の選定
 データプラットフォームWGの概要

 地域情報化アドバイザーご紹介
 各社様サービス／データ利活用紹介
 四日市版データプラットフォームのあるべき姿の検討

 四日市版データプラットフォームのコンセプト共有
 実行計画に記載するサービス案

 令和４年度の検討方針共有
 勉強会：情報銀行について

 各種進捗報告
 データプラットフォームWG 今後の進め方（新スキーム）共有

 各種進捗報告
 WSの開催について

3月8日第７回  各種進捗報告
 WSにて収集した意見の整理

1月17日 データプラットフォームWG主催 ワークショップ2023年

6月28日第８回
 各種進捗報告
 WG活動方針
 地域団体との連携

10月27日第９回
 全体ストラクチャー共有とスマート関連取組状況共有
 地域団体との連携状況
 勉強会：他地域の事例から見えるデータ活用検討

今
回

報
告
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（代表、アドバイザー、オブザーバー、事務局および事務局補佐を除き五十音順_継承略）

データプラットフォームWG参加企業 位置づけ
㈱シー・ティー・ワイ 代表

近鉄グループホールディングス㈱
㈱三十三銀行
中部電力㈱
㈱日建設計
㈱バカン
㈱FIXER

㈱マクニカ
三重交通㈱
富士通Japan

四日市商工会議所

内閣官房 オープンデータ伝道師 武蔵大学
庄司 昌彦 アドバイザー

四日市市 事務局
㈱日建設計総合研究所 事務局補佐

10月27日 データプラットフォームWGの参加企業
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サービス含めた全体ストラクチャーの共有
～全体ストラクチャー（ありたい姿）～

データプラットフォーム     ICT戦略課 ＋富士通ジャパンデータカタログ
(オープンデータ)

ICT戦略課
＋BODIK

サ
ー
ビ
ス

デ
ー
タ
提
供
イ
ン
フ
ラ

 人流カウント分析
 混雑度分析
 属性分析
 環境微気候分析

中央通り周辺データ
 人流
 環境
 交通量 など

L5G経由

 天候
 災害
 各種統計データ
 各課の所有データ など

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

その他
サービス
新たな事業者

● 新サービス

パーソナル
データサーバー

(仮称)
…

交通
データサーバー

(仮称)

適宜手動連携

サイネージパソコン スマホ

スマート・インフラ

四日市MaaS

デジタル
     スタンプラリー
モビリティ一括予約
ホテルレストラン

予約など

事業者・行政向け
事業実施者

ダッシュボード
四日市ポータル

市民向け
ダッシュボード

 デジタルマップ

 四日市スマート シティ紹介
 観光スポット
 混雑度など

国交省スマートシティ実装化支援事業で採択受けた事業

API連携 API連携 API連携 API連携

API連携

オープンデータ 民間所有データ

 鉄道運行情報
 バス運行情報
 ホテル予約情報 など

API連携 API連携

現時点での構築範囲

データ
連携基盤

 データ仲介
 API管理
 データウェアハウス…
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四日市エリアプラットフォームとの連携状況

2023/11/21

幹事会報告資料

• 令和5年度 データプラットフォームWGでは、中心市街地の回遊性の向上、賑わい創出
などに取り組む四日市エリアプラットフォームと連携し検討、取組を実施。

• 四日市エリアプラットフォームは、地域住民、商店街や民間団体などにおける主体的な
立場の方々で構成されている。

• このような方々が感じているまちなかの課題やデータプラットフォームに対するニーズ
を聞き取り、共同で検討を実施中。

・エリアプラットフォームでは、『まちなかのMAP作成』『来場目的の把握』などが検討にあがっている。
・WG会員が運用しているデジタルマップを活用し、MAPを試験的に作成、来場者の中心市街地のランドマーク
の関心度を11月18日、19日のイベントに向けて検証。

まちなかを知ってもらうためのみなさんの課題
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四日市エリアプラットフォームとの連携状況

〔取組内容〕

・四日市エリアプラットフォームが選定したスポットを入力したデジタルマップを作成し、公開
・四日市エリアプラットフォームが予測する人気のスポットと実際の人気スポットを検証（予定）

四日市エリアプラットフォームメンバーが予想した人気スポットと
結果の差を検証（予定）

デジタルマップに入力したスポット概要

※今回、人気スポットの定義はスポットマークのアクセス数とした

◆予想上位の人気スポット（予想）
・・・諏訪神社、東海道、アーケード街、地元高校とコラボ製作したベンチ
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〔参考〕四日市エリアプラットフォーム概要
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令和5年度
モビリティワーキンググループ

幹事会報告資料

1

2023.11.22
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本年度の取組全体スケジュール

2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 1２月 1~3月

WG開催 ● ● ●

次世代モビリティ

データ連携、
MaaS

スマート・バスタ

幹事会 ● ● ●

社会実証：

11/1/-19

実行計画

ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ

8/19

R5 第1回WG
(7/12 実施済）

幹事会

R5 第2回WG
(10/18)

開催未定

第2回分科会
(5/19 実施済）

第5回分科会
(6/27実施済）

第4回分科会
(3/16実施済）

R5 第3回WG(予定）

■各分科会の活動内容概要と本年度のスケジュール
①次世代モビリティ分科会：自動運転バスやパーソナルモビリティといった次世代モビリティの社会実装検討
②データ連携・MaaS 創出分科会：「四日市版MaaS」創出に向けた活動
③スマートバスタ分科会（こちらは現在ペンディング中）：バスタの先進的な利活用に関する議論を通してバスタの活用率を最大化する目的

■今年度変更点
・「分科会」をクローズし、上記①②を纏めて「モビリティＷＧ」内にて開催（10月以降）
・次回WGは12月下旬～1月初旬を予定

検証

期間

11/22
幹事会

3/26
幹事会

R5 第4回WG(予定）
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第二回モビリティWG(10/18)の参加企業

3

（代表、アドバイザー、オブザーバー、事務局および事務局補佐を除き五十音順_継承略）

モビリティWG参画企業 位置づけ

㈱マクニカ 代表
近鉄グループホールディングス㈱

三岐鉄道㈱
㈱シー・ティー・ワイ

中部電力㈱
㈱日建設計
㈱バカン
FUTURE㈱

富士通Japan㈱
三重交通㈱

四日市商工会議所
国土交通省三重河川国道事務所 オブザーバー

四日市市 事務局
㈱日建設計総合研究所 事務局補佐

R5年度の第二回モビリティWGはリアル・
オンラインのハイブリットで実施し、13の
企業及び団体から38名が参加。



（データ連携・MaaS分科会）第4回
令和5年3月16日 (木)

 前回の分科会議論振り返り
• 「四日市版MaaS」開発に向けた各社様からの意見共有

 「四日市版MaaS（仮）」開発プロセス案について
• 開発に向けた役割分担や進め方に関する意見交換

＊Phaseを3つに分けて、スモールスタートから初めて
段階的に開発を進めていく方向性にて各社合意

(モビリティWG) 第1回 
令和5年7月12日（水）

 今年度の自動運転実証実験について（全体像確認）
 データ連携・MaaS分科会/次世代モビリティ分科会における議

論内容の振り返り
 SC実装化支援事業を踏まえたモビリティ分野の取組

＊国交省スマートシティ実装化支援事業への採択により、令和5年度から
3年間で「四日市版MaaS」の開発構築を本格的に進めていきながら、一
方で自動運転等の次世代モビリティも合わせて実装を目指す

（次世代モビリティ分科会) 第2回
 令和5年5月19日 (金)

 昨年度実証実験「まちなかモビリティ」について
• 令和4年度に実施した実証実験の振返り（要約）共有

 「四日市版MaaS」今年度の実施事項（案）
 モビリティ実証実験と参加募集について

• 令和5年度の実証実験に向けた次世代モビリティ活用に関する参加企業
の募集を実施

（データ連携・MaaS分科会）第5回
令和5年6月27日 (火)

 四日市版MaaS（仮）開発プロセス案について

• 中長期企画概要（フェーズ1~3の概要・スケジュール）

• 今年度の企画概要（フェーズ1としてのデジタルスタンプラリー等）

• 今年度のスケジュール（秋のイベントまでのマイルストン等）

令和5年度モビリティWGの実施概要報告

（モビリティWG) 第2回
 令和5年10月18日 (金)

 本年度の取り組み全体スケジュール
 自動運転実証実験進捗共有
 MaaS構築検討進捗共有
 SC実装化支援事業～MaaSについて（3年間の見通し）
 意見交換
・主に令和5年度の実証実験に向けた進捗状況の共有と下期以降のWGの運営、
今後に関する議論を実施
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自動運転実証の進捗の共有
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令和5年度自動運転実証実験について

6

■開催日
令和５年１１月１日（水）～１１月１９日（日）
運行時間：午前１０時～午後４時３０分

■開催場所
中央通り（市民公園～近鉄四日市駅～JR四日市駅間）

■参加企業・自治体
-三重県四日市市（実証実験主体者）
-株式会社マクニカ（自動運転車両実装支援、運行支援、オペレータ）
-三重交通株式会社（オペレータ）
-三岐鉄道株式会社（オペレータ/パーソナルモビリティ提供）
-ユマニテクプラザ（遠隔監視室提供）
-株式会社シー・ティー・ワイ（ローカル5G提供）

■令和5年度テーマ
- 中央通りにおける多様な移動手段の提供と体験価値向上
- 回遊性向上を目的としたコンテンツ提供
（デジタルスタンプラリー）

■実施内容
1．自動運転バス
車 両：NAVYA ARMA ２台（6名乗車）

保安員は同乗せず、オペレータ1名で運行（遠隔監視員配置）
日 程：１１月１日（水）～１１月１９日（日）（月曜日を除く）

※11/18（土）・11/19(日)はＢ-1グランプリ
時 間：１０：００～１６：３０
ルート： 【一般試乗｜青】近鉄四日市駅～ＪＲ四日市駅（11/1～11/19）

 【関係者試乗｜青・緑】市民公園～近鉄四日市駅～ＪＲ四日市駅（11/7～11/9）
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令和5年度自動運転実証実験について

7

■検証内容
１）遠隔監視：ローカル５Ｇを活用した遠隔監視（4Gとの違いを確認）

また、自動運転バスの位置情報と連動した自動音声案内を配信する。

※11/7（火）～11/9（木）はユマニテクプラザにて遠隔監視見学可能 ３）運行頻度：複数台（２台）の車両運行による利便性向上確認

＊本年度は中央通りにおける工事が実施されているため、場所によっては
自動運転困難な箇所有

＊平日は予約無しで自由乗車、休日のみ予約システム活用して乗車

＜令和４年度検証内容＞
車両走行状態（位置・速度・車内外の映像の監視）の確認や将来の無人走行を
想定し、車内モニターを通した乗客とのコミュニケーションを（乗降時に遠隔
監視室から案内等）実施した。

遠隔監視モニター

課題

カメラ映像や遠隔監視室からの
アナウンス時に、通信状況が悪
くなり、映像や音声が途切れる
ケースがあった。

２）信号協調：信号情報を取得するプログラムを変更することにより情報の遅延の
解消を確認する。

＜令和４年度検証内容＞
信号制御機を信号情報を送ることができる機器に交換し、信号機の情報（信号の
残秒数）を得られるようにする信号協調を行った。信号情報は保安員のタブレッ
トで確認し、この情報を運転士へ伝え、信号交差点への進入・停車を判断した。

信号の残秒数を表示

信号協調

課題

信号情報をタブレットの画面に反
映させるまでに最大１秒程度の遅
延があった。

＜令和４年度検証内容＞
中央通りで車両を走行させ（１周１時間）、利用状況を確認した。

課題
低速で走行する車両を気軽に乗車できるようにするためには運行本数が
不足していた。
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令和5年度自動運転実証実験について
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２．自動運転小型モビリティ
車 両：PARTNER MOBILITY ONE ２台
日 程：１１月１６日（木）～１１月１９日（日）
時 間：１０：００～１６：００
ルート：①市役所前（11/16・11/17）

②三滝通り（11/18・11/19）

3．パーソナルモビリティ
■電動スクーター
車 両：OWORD ３台
日 程：１１月１６日（木）～１９日（日）
時 間：１０：００～１６：００
走行区間：中央通り（市役所前～ＪＲ四日市駅）

【乗降場】市役所前
＊１６歳上の方から乗車可能（免許不要）

車 両：GEV600（3台）
日 程：１１月１８日（土）・１９日（日）
時 間：１０：００～１６：００
走行区間：中央通り（近鉄四日市駅～ＪＲ四日市駅）

 【乗降場】市役所前
※原動機付自転車免許が必要です。
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令和5年度自動運転実証実験について
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■電動アシスト自転車
車 両：カーゴトライク STREEK ２台
日 程：１１月１８日（土）・１９日（日）
時 間：１０：００～１６：００
走行区間：中央通り（市役所前～ＪＲ四日市駅）

【乗降場】市役所前

車 両：MANTUS27 １台
日 程：１１月１８日（土）・１１月１９日（日）
時 間：１０：００～１６：００
走行区間：中央通り（近鉄四日市駅～ＪＲ四日市駅）

 【乗降場】市役所前

車 両：mini Fold16 ３台
日 程：１１月１８日（土）・１１月１９日（日）
時 間：１０：００～１６：００
走行区間：中央通り（近鉄四日市駅～ＪＲ四日市駅）

 【乗降場】市役所前

車 両：こにゅうどうレンタサイクル ５台
日 程：１１月１日（水）～１１月１９日（日）（月曜日除く）
時 間：１０：００～１６：００
走行区間：自由

 【乗降場】市役所前
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MaaS検討の進捗の共有
～デジタルスタンプラリーについて～
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はじめに
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四日市市では令和３年度に策定した「四日市スマートリージョン・コア実行計画」に基づき、スマート化
に向けたサービス展開を推進。
本年度5月には、国土交通省都市局公募の「R5年度スマートシティ実装化支援事業」に、四日市市中央通
りにおける実証計画案が提出され、補助事業として採択された。
これに伴い、四日市版MaaS構築の取組に関連する3か年の実装化支援事業が企図されている。
このような背景を踏まえ、四日市版MaaSのPhase1に対応するデジタルスタンプラリーを利用したアプリ
ケーションの開発とそれを用いた実証実験の実施する。

スマートシティ実装化支援事業 令和5年度実証実験
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項目 内容 備考

タイトル 「こにゅうどうくんを探せ！デジタルスタンプラリー」

日程 11月1日（水）～11月19日（日）

場所（目的地） 四日市市内（次スライド参照）

目的 回遊性向上：中央通り周辺における来訪者の回遊性向上
賑わい創出：中央通りの来訪者数の増加
モビリティ利用機会提供：自動運転を含む多様なモビリティの利用機会提供
地域認知度向上：中央通り周辺における主要施設・名所の認知度向上

内容 デジタルスタンプラリー
公共交通機関等を利用して四日市市内の各所に設置されたデジタルスタンプを収集すること
で景品と交換できる体験イベント

対象 四日市市民及び観光客

参加費 無料
コース・景品 初級コース（デジタルスタンプ5個以上）：クリアファイル x 1,000個

上級コース（デジタルスタンプ8個以上）・3色ボールペン x 200個
参加方法 CTYコネクト（CTY社の地域アプリ）より参加

※CTYコネクト＞MY CTY＞スタンプラリーを選択
※CTYコネクトのアプリダウンロードとMY CTYのID登録が必要



©Macnica, Inc.

目的地
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⑤

②
③

④

⑥

⑦

①

⑧

⑨

⑩
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項目 内容 備考
デジタルスタ
ンプ取得方法

GPS方式
※参加者端末の位置情報をもとに目的地に近づくと自動的にデジタルスタンプを発行
※デジタルスタンプの取得条件として目的地に関連したクイズの出題・回答が求められる

交通施設表示 利用可能な交通施設をデジタルスタンプラリーのマップ上に重畳（データ連携）
※動的情報：自動運転EVバス、三交バス
※静的情報：バス停（自動運転EVバス、三交バス）、モビリティポート（電動スクーター、電動アシス
ト自転車）

アンケート 景品の交換条件として参加者向けアンケート調査を実施
※効果検証を目的とした利用者の満足度や利便性等を調査
※スタンプ5個以上獲得した場合のみアンケート回答ボタンを表示

データ取得 効果検証に資するデータを取得
（取得データ例）
・総利用者数
・アクティビティタイムライン(時間帯別利用者数)
・利用者属性（性別、年代、市内/市外住民）
・目的地訪問順序
・目的地間所要時間
・目的地別スタンプ取得者数
・参加者毎スタンプ取得数
・日程/時間帯別スタンプ取得状況 等
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画面イメージ（参考）
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景品
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項目 内容 備考
交換日時・場所 日時：11月1日（水）～11月26日（日） 10:00～19:00

場所：アピタ四日市店 3F CTYラウンジ
交換条件 初級コース：デジタルスタンプ5個以上

上級コース：デジタルスタンプ8個以上
景品 「こにゅうどうくんオリジナルグッズ」

初級コース：クリアファイル x 1,000個
上級コース：3色ボールペン x 200個
※景品はなくなり次第終了

【初級コース】
こにゅうどうくん
クリアファイル

【上級コース】
こにゅうどうくん

3色ボールペン
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概要 KGI 評価方法

目的1
回遊性向上：中央通り周辺における来
訪者の回遊性向上 総利用者の内、スタンプ5個以上の

取得者率30%以上

デジタルスタンプラリーの「スタンプ
取得者数」「総利用者数」データにて
計測
（スタンプ5個以上の取得者数÷総利
用者数）

目的2 賑わい創出：中央通りの来訪者数の増
加 総利用者数300名以上 デジタルスタンプラリーの「総利用者

数」データにて計測

目的3 モビリティ利用機会提供：自動運転を
含む多様なモビリティの利用機会提供

目的地への公共交通、自動運転バ
ス、パーソナルモビリティ等の活
用率15%以上

アンケート回答にて計測
（「モビリティ利用あり」の回答者数
÷アンケート回答者数）

目的4 地域認知度向上：中央通り周辺におけ
る主要施設・名所の認知度向上 地域認知度向上率30%以上

アンケート回答にて計測
（「地域理解向上あり」の回答者数÷
アンケート回答者数）

事業目的を考慮したKGIと、ICT・アンケートを活用した効果検証指標を設定。

参考（木曽三川下流域デジタルスタンプラリー）：https://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/kyogikai/pdf/211113kisosansen_digital_stamp_rally.pdf
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検討の階層 № 取り組み内容

サービス｜
まちなか

ウォーカブル・
ネットワーク

01
ウォーカブル・ネットワーク、

交通結節拠点としてのスマート・
バスタの整備

02 待ち時間や移動時間を楽しめる
モビリティの導入

03 ウォーカブル＋ウェルネス環境の
展開

サービス｜
使える・楽しめる

パブリック
スペース

04 パブリックスペースの可能性最大化

05 インタラクティブな
ストリートファニチャー

06 災害に強い中央通り

サービス｜
交流・賑わいの
バリューアップ

07 人流誘導による商店街活性化

08 スマート図書館

09 メタバース（デジタルツイン）

ソフト・インフラ
10 データプラットフォーム

11 3D都市モデル

ハード・インフラ 12 スマート・インフラ

中央通りを中心としたデジタル時空間（ストック）マネジメント
「四日市スマートリージョン・コア実行計画」に定める取り組み 今回実施する４つの事業

❶

❷

❸

❹

利活用空間活性化ツールの構築
（左記03・04・10・12と対応）

四日市版MaaS（Phase-1）の構築
（左記02と対応）

バーチャル空間における
コミュニケーション・ツールの構築

（左記09・11と対応）

中央通りにおける3D都市モデルを活用した
プランニング／マネジメント・ツールの構築
（左記11及び実行計画p.17「ソフト・インフラ」と対応）

2

スマートシティ実装化支援事業の概要
本事業においては、「中央通りを中心としたデジタル時空間（ストック）マネジメント」をテーマと

して、実行計画に定める取組のなかから、４つの事業を抽出。
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スマートシティ実装化支援事業の本年度のスケジュール

~5月 6~9月 10~12月 1~3月

❶利活用空間活性化
ツールの構築

❷四日市版MaaSの構築

❸バーチャル空間におけるコ
ミュニケーション・ツール構築
(まちなか空間スマート・マネジメント)

❹デジタルインフラ台帳

スマートシティ実装化支援事業の採択を受け、提案を行った幹事会企業と、
3年間のロードマップの具体化・R5年度の仕様調整を実施。順次業務に着手している状況。

提案
調整

3年間のロードマップの具体化
・R5仕様調整

支援決定

R5年度業務実施中

R5年度業務実施中

R5年度業務実施中

R5年度業務実施中

R5年度業務
報告予定



①利活用空間活性化ツールの構築
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『①利活用空間活性化ツールの構築』の全体像

5

❶スマート・インフラの整備

①利活用空間活性化ツールの構築の中で、下記の２つの実装化を予定。
R5年度は歩行者用および自動車用AIカメラの整備と、3社向けサービスとしてのポータル・ダッシュボードの整備を行う。

❷３者向けサービス展開

 歩行者用AIカメラでは、中央通りの先行整備区間内の利活用
空間における、歩行者の通行人数の測定や属性の判別、混雑
状況の識別を行う。

 自動車用AIカメラでは、市民公園東交差点において、方向別
の自動車交通量及び滞留傾向検知を行う。

市民向け
情報発信等の整理

事業者向け
情報発信等の整理

自治体向け
情報発信等の整理

中央通り

ポータル・ダッシュボードの各種媒体の構築

 3者(市民、事業者、自治体)に対する情報発信及び利活用の促
進のため、各種媒体を構築・実装化。

年度 設置物 (設置個所凡例記号) 台数
R5 歩行者用AIｶﾒﾗ(●) 4

自動車用AIｶﾒﾗ (市民公園東交差点周辺) 2
環境ｾﾝｻ (●) ※ 4
ローカル5Gゲートウェイ(●◆▲■) ※ 12
無線アクセスポイント(●◆▲■) ※ 12

R6 デジタルサイネージ(★) 1

先行整備区間

※印は別事業で整備

ｽﾏｰﾄﾎﾟｰﾙ WiFi専用柱歩道部信号柱 車道照明柱

WiFi通信範囲目安(半径20m) 自動車用AIカメラ設置範囲 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ
凡
例

歩行者用AIカメラ：通行人数の測定や属性の判別、混雑状況
自動車用AIカメラ：方向別の自動車交通量及び滞留傾向
環境センサ：温度、湿度、気圧、風向、日射、感雨、雨量
無線アクセスポイント：利用者の属性

イベント情報
防災情報 etc.

連
携
デ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス
検
討
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STEP ３
STEP ２ STEP ２

STEP１ STEP １ STEP １

まちを知ってもらう
（まちなか来訪への動機づけ等）

スマートサービスの窓口
（来訪者等の利便性向上）

官民連携での利用
（スマート化による地域活性化）

・スマートシティ実行計画の紹介
・データの見える化

・スマートサービス入口
ex: ポータルサイト, 四日市MaaS 等

・民間情報連携
ex：まちのイベント・店舗情報

（満空・予約）   

・画面は参考にした事例です。構築する内容とは違います。

〔参考〕豊洲スマートシティ 〔参考〕会津若松

ステップイメージ

〔参考〕仮）四日市スマートシティポータルのイメージ



〔参考〕ダッシュボードイメージ
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事業者・自治体向けダッシュボード 市民向けダッシュボード

・AIカメラ、環境センサで取得したデータを
リアルタイムに数値、グラフ等で視覚化

・過去に取得したデータ経過も把握でき、
マーケティングなどで活用

・市民が直観的にデータを理解するための
ダッシュボード。

・日差しの強い場所を避けたり、混雑している
場所に関心を持って立ち寄ってもらうなど
の活用用途を想定。

※例：日差しの強い場所を表示
 混雑している場所を表示



①利活用空間活性化ツールの構築のロードマップ
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R5年度
R6年度 R7年度

4-6 7-9 10-12 1-3

スマート・インフラ
の整備

実施準備

スマート・インフ
ラの調達・設置
・保守管理

データプラット
フォームとの連携

とりまとめ

３者向けサービス
の展開

実施準備

ダッシュボード
構築

可視化内容検討

データプラット
フォームとの連携

とりまとめ

仕様書作成

一年目：歩行者用および自動車用AIカメラの整備、3社向けサービスとしてのポータル・ダッシュボードの整備
二年目：スマート・インフラの運用（保守管理）、取得データの可視化、デジタルサイネージ設置
三年目：実装に向けた準備

仕様書作成

スマート・インフラ設置
(順次)

初期初動確認

デジタルサイ
ネージ設置

初期初動確認



②四日市版MaaSの構築
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『②四日市版MaaS』の全体ビジョン
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四日市版MaaSの全体ビジョン

四日市版MaaSの全体ビジョンとして、『交通アセットのデータ連携や共有IDを活用した民間サービスとの連携を通して
「MaaS x まち歩き」の仕組みを構築し、地域の賑わい創出を実現する』ことを掲げている。



『②四日市版MaaS』の開発プロセス
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四日市版MaaSの開発プロセス

3つのフェーズを設定し、段階的に機能拡張や高度化を進めながらR8年度以降の実現を目指す。
Phase1&2を国交省スマートシティ実装化支援事業の一環として推進。
R5年度(本年度)は地域の回遊性向上等に資する機能開発・実証(デジタルスタンプラリー)を実施。

周辺施設を対象とした、クーポン
等の配信による連携

四日市市民



本年度の取組のイメージ（デジタルスタンプラリー）
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 スポットに近づいてクイズに回答し、デジタル
スタンプを取得。

 スタンプ数に応じて景品を提供。

参加者アンケート、アプリ取得データに基づき
効果検証を実施



本年度の取組のイメージ（交通情報、施設情報等の連携）
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対象エリア*において、バス停の位置情報、時刻表
データ、三重交通及び自動運転バスのリアルタイム
位置情報を重畳。
 *三重交通路線バスの重畳対象エリア：三重交通四日市管内
*自動運転バスの重畳対象エリア：中央通りの自動運転実証区間

中心市街地のスポット情報、施設
情報、イベント情報等をマップ上
で統合表示。Google mapと連動する
経路案内を提供。 Google map上での

経路案内



②四日市版MaaSの構築のロードマップ
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R5年度 R6年度 R7年度

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

MaaS Ph 1-1の
実装
（地域アセッ
ト連携、街歩
きイベント連
携）

デジタルスタンプラ
リー開発

イベント企画・準備

取り纏め

MaaS Ph 1-2の
実装
（地域交通と
の連携）

MaaSデータ連携

MaaSアプリ定義検討

イベント企画・準備

取り纏め

MaaS Ph 2の
実装
（地域の民間
サービスとの
連携）

外部サービス検討

外部サービス連携

イベント企画・準備

取り纏め

四日市版MaaSを段階的に整備するためのロードマップを整理。
一年目：MaaS Ph 1-1の実装（地域アセット連携、街歩きイベント連携）
二年目：MaaS Ph 1-2の実装（地域交通との連携）
三年目：MaaS Ph 2の実装（地域の民間サービスとの連携）

実証実験実施

実証実験実施

実証実験実施



③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築
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『❸バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築』の全体像

16

道路空間再整備後の将来イメージを重畳したバーチャル空間(3D都市モデル)を整備予定。
同バーチャル空間と沿道空間活用ウェブサイト(次項)により、中心市街地における市民の関心度の向上、地域産業の活性
化、来訪者数の増加を目指す。

四日市市では、R4年度からProject PLATEAUに参画し3D都市モデルを整備。中心市街地のまちづくりや、災害リスクの
可視化による防災・減災対策に活用することを検討。中央通り沿道はLOD2~3のモデルを作成。
別途、道路空間再編後の将来イメージの重畳を予定（※R5年度都市空間情報デジタル基盤構築支援事業を活用）。

*1  四日市市3D都市モデル公開サイトの仕様を踏まえて連携可否検討バーチャル空間：3D都市モデル(Project PLATEAU)*1

四日市市3D都市モデル公開サイト：https://www.city.yokkaichi.lg.jp/3d-city/index.html



沿道空間活用ウェブサイトのイメージ
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https://****erimane.com

沿道空間活用
はこちら

四日市エリマネ組織HP

https://****endo.com

☑ LOD1
☑ LOD2
☑ LOD3
☑ 沿道空間

空間1

●●広場
空間2

●●ビル
空間3

●●歩道

Map

沿道空間リスト

https://****endo.com

空間3：●●歩道
基礎情報
※公開不可の資産情報は
含めない

活用条件

問合せ・相談先

活用時の事例紹介

DPF

データ蓄積（申込数、活用実績等）

スマートシティ実装化支援事業対象

沿道空間活用ウェブサイトLINK

LINK

中央通りを中心とした沿道空間(公共空間及び民間遊休不動産)の活用を促進するウェブサイトを作成する。
同ウェブサイトと3D都市モデルを組み合わせることを検討する。



『❸バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築』のロードマップ

18

R5年度 R6年度 R7年度

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

中央通りを中心と
した沿道空間調査、
沿道空間活用ウェ
ブサイトの構成案
の検討

仕様調整

沿道空間の調査

ウェブサイト構成
案の検討

とりまとめ

沿道空間活用の仕
組み検討、沿道空
間活用ウェブサイ
トの作成

仕様調整

沿道空間活用の仕
組み検討

沿道空間活用ウェ
ブサイト作成

とりまとめ

沿道空間の活用試
行、仕組み及び
ウェブサイトの調
整

仕様調整

沿道空間の利用調
整の試行

ABの調整

とりまとめ

仕様書作成
意見交換会
の実施

一年目：中央通りを中心とした沿道空間調査、沿道空間活用ウェブサイトの構成案の検討
二年目：沿道空間活用の仕組み検討、沿道空間活用ウェブサイトの作成
三年目：沿道空間の活用試行、仕組み及びウェブサイトの調整

意見交換会
の実施

意見交換会
の実施

意見交換
会の実施

意見交換会
の実施



④中央通りにおける3D都市モデルを活用した
プランニング／マネジメント・ツールの構築
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『事業④ 中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメント・ツールの構築』の全体像
～地下埋設物のデジタルインフラ台帳検討業務

20

Project PLATEAUを活用した中央通りの地下埋設物のデジタルインフラ台帳を構築し、インフラの維持管
理の効率化に加え、より使いやすい公共空間の実現を目指す。
スマートシティ実装化支援事業では、先行整備区間のデータ構築を想定する。本年度はそのうちの一部
(10m×10m)のデータ構築を実施する。

R5年度 3次元データ範囲案（約10m×10m）

図 事業対象範囲案

R7年度までの3次元データ範囲案（先行整備区間）

R5年度 3次元データ範囲例
（約10m×10m）

図 地下埋設物3次元データのイメージ



事業④ 中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメント・ツールの構築
～地下埋設物のデジタルインフラ台帳検討業務

21

R5年度 R6年度 R7年度

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

デジタル
インフラ台帳検討

現場ヒアリング
課題抽出

活用方法

データ作成 先行整備区間の一部
（10m×10m）

R5年度の現場ヒアリング・課題抽出を踏まえてR6,7年度の方向性を検討。
工事完了後の正確な3Dデータを保持することにより今後の民間活用を見込む。

先行整備区間
※今年度業務での検討結果を踏まえて、モデル化範囲を見直す可能性があります

現場ヒアリング
課題抽出

活用方法検討 検討を踏まえたツール化等の実証・実装、

■R5年度の取組内容
（１）資料の収集・整理

（２）関係者ヒアリングによる検討

地下埋設物事業者（電気、ガス、通信、上下水道）、道路管理者、公園管理者等の関係者へ地下埋設物および植栽・樹木に関するヒアリングを実施

維持管理に必要な情報、業務上の課題・ニーズ等を確認し、その結果を基に、業務の効率化等の効果が得られる地下埋設物および植栽・樹木の3D都市モデルについて収集・検討
を行う

（３）PLATEAUの標準仕様等との整合性の調整

（４）地下埋設物の3次元データの作成

汎用性の高い3次元データ作成ソフトであるRhinocerosを用いて、本年度中に地下埋設物移設工事が完了する約10m×10mの範囲を対象として地下埋設物の3次元データを作成

（５）地下埋設物台帳のDX管理に向けた属性情報の検討

（２）の関係者へのヒアリング結果等を踏まえ、地下埋設物台帳のDX管理に必要となる地下埋設物の属性情報を検討

（６）地下埋設物の３D都市モデルを活用したデジタルインフラ台帳の構築

（４）で作成した地下埋設物の3次元データについて、ArcGISに読み込めるデータ形式に変換し、（５）で検討した属性情報を付加してDX管理のプラットフォームとなる地下埋
設物の3D都市モデルを活用したデジタルインフラ台帳を構築


